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●受賞記念講演

信仰 と音楽の人生

オ リヴ ィエ ・メ シア ン

私は、 自分が京都賞の受賞者の一人となったことを知って、たいへん驚 きました。驚 きは

しま した力綱 時 に、光栄に思い、そ してなによりもたいへん嬉 しく思 いました。 と申 します

の も、私は音 と色彩 との関わ り合い、色どりをもった音楽、ひいては色彩を扱 うあ りとあら

ゆるものを愛するか らであ ります。 そんな私が、稲盛和夫氏、稲盛財団、そしてこのすば ら

しいセラミック企業から賞をいただ くのですか ら、これほどありがたいこ とはあ りません。

セラ ミックの色彩 は、すでにひ とつの和声であ り、音楽 と同 じように歌 っているからです。

これから私の履歴 についてお話 しするのですが、その前にまずは大いなる感謝 を捧げたいと

存 じます。色彩を愛する者同士の友愛の念をこめた感謝であ ります。

さて、私の作曲家 としての経歴を語 り、それ を2〔世 紀の歩みの中に位置づけてほ しいとの

ことですが、 自分のこ とを語 ることはずいぶん難 しい ものです し、 自分の生 きている時代を

語 るとなると、さらに難 しくな ります。 というのは、どちらも結末のわか らない本の ような

もので、毎日1枚 ずつ新 しいページがめ くられてゆ くか らです。ただ、 これだけは申しあげ

ることができます。私 はキ リス ト教の、それもカ トリックの信者 として生まれへ 生涯を通 じ

て自分の信仰を深め ようと努力 して きた ということです。 また私 は、音楽に対 して も抵抗 し

がたい天命をもってお りました。

ここでち ょっとしたエ ピソー ドをご紹介 しましょう。いま振 り返 ってみると、私の進む道

が まさに音楽であったことを証明 していると思われ るか らです。第一次世界大戦(1919年 開

戦)の さなか、19164か ら1917年 にかけての ことで した。当時、私は7歳 と8歳 の あいだ

で、・母 とともにグル ノーブル に住んでい ました。

ち ょうどグル ックの 『オル フェ』の楽譜をプ レゼ ン トされたばか りだった私 は、その楽譜

を腕にかかえてたった一人で外出 し、街の公園の石のベ ンチに腰をかけ、第1幕 のへ長調に

よるオルフェの崇高なア リアを読んでい ました。 その とき突然、 自分が頭の中で音楽 を聞 き

なが ら読んでいることに気づいたのです。つまり私は、ほかの人たちが言葉で考えるの と同

じように、音で考えていたわけです。私 はすでにその とき、音楽家だったのです!

私 の受けた影響 とい うことにな ります と、特別に重要な ものが一つあ ります。母の影響で

す。そ してそれは、私の生前 に及んでいます。私の母は、セシル ・ソヴァージュ という女流

詩 人で したが、私がお腹にお りましたときに、母になる日を待つ詩 を集めた、『芽生える魂』

という題のすば らしい詩集をつ くりました。「神秘の苦悩に人の技の砕け散 る」の をやがて知

ることになる息子に宛てた詩集です。 この本はまた、異国の鳥 たちに対す る私の愛を も予言

していま した。「私の中で東洋全体が歌いだす彼の地の青い鳥たち、蝶たちとともに……」。

それか らほどな くして、私が ようや く2歳 になるころ、母は次のようなさらに予言的な詩

を書 きま した。「私の知 らない遙か彼方の音楽 に、私は苦 しむ……」。私の生 まれ る前のあの叙

情 をこめた期待、そ してそれに引き続 き、母が幼いころの私を詩的雰囲気です っぽ り包んで

くれたこと、それが私の運命のすべてに大 きな影響 を与 えたのです。私が、まず第一 にわが

母、すなわち女流詩人セシル ・ソヴァージュの名をあげたのは、 こういう理由によるのです。
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MA　 VIE　 AVEC　 LA　 FOI　 ET　 LA　 MUSIQUE

Olivier　 Messiaen

　 　 J'ai　 ete　 tres　 surpris　 en　 apprenant　 que　 j'etais　 un　 des　 laureats　 du　 Prix　 Inamori.

Surpris,　 mais　 aussi　 honorε,et　 surtout　 tres　 heureux,　 car　 j'aime　 le　 son-couleur,　 les

musiques　 color6es,　 et　tout　 ce　 qui　 comporte　 un　 travail　 de　 couleur.　 Qui　 pouvait　 mieux

me　 recompenser　 que　 Kazuo　 Inamori,　 Ia　 Foundation　 Inamori,　 et㏄tte　 formidable

㎝treph駝de　 c6ra㎡que　 dont　 16　 cou1㏄ 蔦 釦nt鹸me㎞nno面e,　 et　chantent　 comme

de　 la　musique?　 Tout　 ce　 que　 je　vais　 dire　 sur　 mon　 "cu耐 切lum　 vitae"　 ne　 memp@che　 pas

de　 commencer　 par　 un　 immense　 "merci,"　 un　 merci　 de　 fraternit色dans　 la　couleur.

　 　 On　 me　 demande　 de　 parler　 de　 ma　 carhere　 de　 compositeur,　 et　de　 la　 situer　 dans　 le

cadre　 du　 XXe　 dさcle.　 Il　est　 trさs　difficile　 de　 parler　 de　 soi,　 et　 encore　 plus　 difficile　 de

parler　 de　 son　 6poque.　 Parce　 que　 r皿eet　 1'autre　 chose　 sont　 comme　 des　 livres　 dont　 on

ne　 connait　 pas　 la　 fin,　 chaque　 jour　 repr蝕ntant皿e　 nouvelle　 page　 a　toumer.　 Je　 peux

dire　 seulement　 que　 je　 suis　 n6　 croyant　 -　 chretien　 et　 catholique　 -　 et　 que　 toute　 ma　 vie

j`ai　 essaye　 d'approfondir　 davantage　 ma　 Foi,　 J'avais　 egalement　 pour　 la　 musique　 une

vocation　 irresistible,　 et　 je　veux　 rapPorter　 ici　une　 petite　 anecdote　 qui　 est　 pour　 moi　 -

maintenant,　 aver　 le　recut　 -　 1a　preuve　 que　 ma　 voie　 etait　 vraiment　 la　musique.　 C'6tait

㎝1916・1917,　 pendant　 la　 premiere　 guerre　 mondiale　 (celle　 de　 1914).　 J'etais　 alors　 a

Grenoble,　 av{℃ 　ma　 m邑re,　 et　j'avais　 entre　 7壱t8ans.　 〔玩venait　 de　 me　 faire　 cadeau　 de

r〔加hee　 de　 Gluck.　 J'etais　 parti,　 tout　 seu1,　 avec　 ma　 partition　 sous　 le　bras,　 et,　m'εtant

assis　 sur　 un　 banc　 de　 pierre　 du　 jardin　 de　 la　 ville,　 je　 lisais　 le　grand　 air　 d'(〕rph6e　 en　 fa

majeur　 du　 premier　 acte,　 et　 je　 m'apergus　 tout　 d'un　 coup　 que　 je　 lisais　 la　 musique　 en

I'entendant　 interieurement.　 Je　 pensais　 done　 dess。nscomme　 les　autres　 pensent　 des　 mots:

j,etais　 musici㎝!

　 　 Quant　 aux　 influences　 subies,　 it　y　en　 a　une　 d'me　 importance　 exceptiomelle:　 ceUe

de　 ma　 mbre.　 Et㏄tte　 influence　 se　situe　 avant　 ma　 naissance.　 Ma　 m邑re　 etait　 la　po6tesse

Cecile　 Sauvage.　 Elle　 ecrivit,　 alors　 qu'elle　 m'attendait,　 un　 merveilleux　 recueil　 de

p(Ames　 de　 pre・mat㎝ite,　 intitulε"1'ame　 en　 bourgeon."　 (;e　 livre　 s'adresse　 g　un　 fils,　qui

comaitra　 "ra㎎oisse　 du　 mystere　 oO　 Part　 va　 se　bdser."　 Il　pr6dit　 m@me　 mon　 amour　 des

oiseaux　 exotiques:　 "Voici　 tout　 1'Orient　 qui　 chante　 dans　 mon　 @tre　 /　Av㏄sesoiseaux

bleus,　 aver　 ses　 papillons　 ..."　Et　 peu　 aprさs,　 alors　 queゴavais　 a　peine　 deux　 ans,　 ma　 mere

6crivit　 ce　 vers㎝core　 plus　 prophetique:　 "Je　 souffre　 d'un　 Iointain　 musical　 queゴignore

..."　 Cette　 attente　 lyrique　 avant　 ma　 naissance,　 et　toute　 l'atmosphさre　 de　 poesie　 dont　 ma

mさre　 a　baign2　 ensuite　 le　 petit　 enfant　 que　 j'6tais,ont　 eu　 un　 grand　 retentiss㎝ent　 sur

toute　 ma　 destinee.　 Cest　 pourquoi　 le　premier　 nom　 que　 je　cite　 ici　est　 celui　 de　 ma　 mさre:

la　 poetesse　 Cecile　 Sauvage,

　 　 En　 1918,　 la　 guerre　 etant　 finie,　 je　me　 trouvais　 a　Nantes.　 Cest　 dans　 cette　 ville　 que

j'air㏄ontre　 mon　 premier　 pro㎞ur　 d'hamonie:　 Jehan　 de　 Gibon,輌me　 fit　cadeau　 d'

une　 partition　 de　 "Pelleas　 et　 Melisande"　 de　 Claude　 Debussy.　 Cette　 partition　 me

confima　 d6finitiv㎝ent　 dans　 ma　 vo(ation　 de　 compositeur　 de　 musique,　 et　 des　 1919,

j'㎝trai　 au　 Con託watoire　 National　 Su画eur　 de　 Musique　 de　 Pa肖sco㎜e61さve:　 j'avais

ll　 ans.　 Je　 fis　au　 Conservatoire　 de　 Paris　 des　 etudes　 trds　 completes,　 av㏄les　 meilleurs

maitres　 de　 repoque:　 marmonie　 av㏄Jean　 et　 Noel　 Gallon,　 1'accompagnement　 au　 piano

aver　 Cesar-Abel　 Estyle,　 la　fugue　 av㏄Georges　 Caussade,　 17ustoire　 de　 la　musique　 avec

Maurice　 Emmanuel,　 1'orgue　 et　 1'improvisation　 aver　 Marcel　 Dupre,　 la　 composition　 et
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1918年 に戦争が終わ り、私 はナン トに移 りました。そしてその地で、私の最初の和声法の

師、 ジュア ン ・ド・ジポンに出逢い、クロー ド・ドビュッシーの 『ペ レアス とメ リザン ド』

の楽譜をプ レゼ ントされました。この楽譜 によって、私は作曲家が自分の天職であることを

確信 し、1919年 か らパ リ国立音楽院に入学す ることにな ります。11歳 の ときで した。

パ リ音楽院では、当時の最高の教授たちの もとで、徹底 した教育を受けました。和声法 を、

ジャン ・ガロンとノエル ・ガロンに、 ピアノ伴奏法 をセザール=ア ベル ・エステ ィルに、フ

ーガをジ ョル ジュ ・コサー ドに
、音楽史をモー リス ・エマニ ュエルに、オルガ ンと即興演奏

をマルセル ・デュプ レに、作曲 と管弦楽法 をポール ・デュカに師事 したのです。

1931年(22歳 の とき)に 、私はパ リの聖 トリニテ教会の大オルガンの奏者 に任命 され まし

た。 この地位にはその後 もずっと滞 まってお りますか ら、外国へ演奏旅行に出かけていると

きは別 として、この54年 間、 日曜 日はいつ も、聖 トリニテ教会のカヴァイエ ・コル とよばれ

る大オルガンを弾いて きたことになります。

なお、私のオルガン曲は、「至福 を授 けられた者たち」(1939年)か ら、『聖霊降臨祭の ミサ』

や 『オルガンの書』を経て、『聖なる三位一体の神秘の瞑想』(1969年)に いたるまで、ほ と

んどすべて、 この トリニテ教会のオルガンを念頭に置いて書いたものです。

1927年 に母が亡 くなった後、私は納得で きる最初の作品 をい くつか書 きは じめ ました。 ピ

アノのための 『前奏曲集』、管弦楽のための 「忘れ られた捧げ もの8、 オルガンのための 『主の

降誕」がこれにあた ります。続いて19364f－に、歌 と管弦楽のための 『ミのための詩』を、1938

年 に は歌 とピアノのための 『天 と地の:斑 を作曲 しました。

1939年 に入 ると、第二次世界大戦がは じま りま した。召集 さ九 次いで ドイツ軍の捕虜 と

なった私は、シレジア地 方のゲル リッツの第Vl[1-A収 容 所で、1940年 の末か ら1941年 の初め

にかけて、『世の終わ りのための四重奏1由』を書 きました。バイオ リンとクラ リネッ トとチェ

ロとピアノのための曲です。この四重奏曲は、聖職者、小市民、職業軍人、労働者、農民な

ど、あらゆる社会階層か らなる大勢の捕虜たちを前に して、収容所内で初演 され ました。ひ

どい寒 さと、壊れた楽器 と、 ピアノを担 当した私 もふ くめて、演奏着たちの異様な服装にも

かかわらず、この演奏会はすべての者にとって解放の一瞬で した。

音楽 という私の天職の重要な要素のひとつは、信仰の玄義をはっきりと示 し、ほかの人び

とに希望 と慰めを与えることであることを、私 はこの 口に悟 ったのです。

それか ら数か月後に私は解放され、パ リ国立高等音楽院の教授 に任命され ました。かつて

生徒 として11.年 間通 ったこの学校で、私 はそれ以後37年 間の教授生活 を送 ることにな ります。

私は教 えることが好 きで したし、音楽 を分析す ることが好 きで した。したがって私 は、最善

を尽 くして教 え、過去 と現代の傑作の数々をで きるだけ正確 に分析するように努力 しました。

私のクラスは、何度 も名称が変わっています。最初は和声法 クラス、次が分析 と美学クラ

ス、その次が音楽哲学 クラス、その次が分析 とリズム法 クラス、そ して最後が作曲法 クラス

といった しだいです。
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「orchestratiorl　 aver　 Paul　 Dukas .

臨1931　 G'avais　 alors　 22　 ans),　 je血sno㎜e　 organiste　 du　 Grand　 Or即e　 de　 rl泌li記

de　 la　 Sainte　 Trinite　 a　 Paris.　 J'occupe　 toujours　 ce　 poste,　 et　je　joue　 donc　 depuis　 54　 ans

sur　 le　grand　 orgue　 Cavail16・Coll　 de　 Ia　Sainte　 Trinit6,　 tous　 les　dimanches　 (sauf　 quand

je　suis　 en　 voyage　 pour　 des　 concerts　 a　r6tranger).

　 　 C'est　 en　 pensant　 a　 mon　 orgue　 de　 Ia　 Trinite,　 que　 j'ai　 ecrit　 presque　 toutes　 mes

oeuvres　 d'orgue:　 depuis　 les　 "Corps　 glorieux"　 (1939)　 jusqu'aux　 "Meditations　 sur　 le

Mystさre　 de　 la　 Sainte　 Trinit6"　 (1969),　 en　 passant　 par　 la　 "Messe　 de　 la　PentecOte"　 et　 le

``Livre　 d'org
ue."

AprPs　 la　mort　 de　 ma　 mさre,㎝1927,jeco㎜ ㎝Caisa師re　 m6　 pra面 さr60釦w6

valables:　 "Pr61udes"　 pour　 piano,　 `1es　 Offrandes　 oubliees"　 pour　 orchestre,　 la　 "Nativite

du　 Seigneur"　 pour　 orgue.　 PuiS　 je　composai　 en　 1936,　 leヨ"PoBmes　 pour　 Mi"　 pour　 (血ant

et　 ordユestre,　 et　en　 1938　 1es　 ``Chants　 de　 terre　 et　de　 cie1"　 pour　 chant　 et　 piano,

En1939,㏄fut　 Ias㏄onde　 guerre　 mondiale.　 Mobilise,　 puis　 fait　 prisomier　 par　 les

Allemands,　 j'ecrivis　 au　 Stalag　 VIII　 A,　 a　 G◎rlitz　 (Snesie),　 fin　 1940　 debut　 1941,　 mon

"Q
uatuor　 pour　 la　fin　du　 Temps",　 pour　 violon,　 clarinette,　 violoncelle,　 piano .　Ce　 quatuor

fut　 donn色en　 premiさre　 audition　 au　 Stalag,　 devant　 un　 public　 tres　 nombreux　 de　 prison-

niers,　 reunissant　 toutes　 les　 classes　 de　 la　societ6:　 pretres,　 petits　 bourgeois,　 militaires　 de

ca㎡ さre,　 ou痂e馬,paysans.　 Malg6　 1e　 froida仕 ㏄e,　 les　 imt㎜ ㎝ 鵠 　ca-,　 et　 ]es

costumes　 ridicules　 des　 instrumentistes　 (dont　 j'etais,　 jouant　 la　partie　 de　 piano),　 roeuwe

fut　 pour　 tous　 un　 instant　 de　 delivrance.　 Jesus,　 ce　 jour・1a,　 qu'un　 des　 61εments　 de　 ma

v㏄ation　 musicale　 etait　 d'expliciter　 les　 mystさres　 de　 la　 Foi　 et　 d'apporter　 aux　 autres

resPerance　 et　 la　 consolation.

Quelques　 mois　 aprPs,　 j'etais　 li擁re　 et　no㎜e　 prof蜘rau　 Con鎗watoire　 national

su画 釦r　 de　 musique　 de　 Paria　 J'avais　 fr8quent8　 cette　 maison　 comme　 eleve　 pendant

onze　 ans,　 」'y　ai　 6te　 professeur　 pendant　 trente・septans　 J'aimais　 renseignement
,　et

j'aimais　 ranalyse　 musicale.　 Je　 fis　dons　 ]a　classe　 de　 mon　 mieux,　 en　 m'efforGant　 d'analys町

1es　 chefs-d'oeuvre　 du　 pass6　 et　 du　 pr6sent　 avec　 le　 plus　 d'exactitude　 possible,

Ma　 classe　 a　change　 plusieurs　 fois　 de　 nom:㏄ 血t　 d'abord　 une　 classe　 d'harmonie,　 puis

une　 classe　 d'analyse　 et　 d'esthetique,　 puis　 une　 classe　 de　 philosophie　 musicale,　 puis　 une

classe　 d'analyse　 et　 de　 rythme,　 enfin　 une　 classe　 de　 composition.　 Mais,　 en　 fait,　 elle　 fut

toujours　 une　 classe　 d'analyse.　 Et　 c'est　 par　 cette　 classe　 que　 j'ai　 eu　 le　plus　 de　 contacts

aver　 mon　 @poque　 car　 presque　 tous　 les　jeunes　 compositeurs　 du　 XXe　 sibcle　 y　sont　 venus.

Certains　 sont　 maintenant　 mondialement　 ce1@bres.　 Pour　 ne　 citer　 que　 trois　 noms:　 Pierre

Boulez,　 Kar1・He　 nz　 St㏄khausen,　 Iannis　 Xenakis,　 on　 peut　 (lire　 que　 tous　 les　 trois

avaient　 du　 genie,　 que　 je　 n'y　 etais　 pour　 rien,　 et　 qぜils　 auraient　 puεcrire　 les　 memes

oeuvres　 s'ils　avaient　 eu　 un　 autre　 professeur,　 J'ai　 cependant　 fait　 tr蕊attent　 on　 a　leur

audition　 interieure.　 J`ai　 essaye　 de　 reveiller　 en　 eux　 rinquietude　 rythmique,　 enf　 nゴai　 fait

un　 effort　 pour　 m'oublier　 moi・meme　 et　pour　 les　 aider　 a　trouver　 leur　 proprevo　 e.　 A　 mes

debuts　 comme　 profess肛,　 je　 faisais　 faire　 aux　 @1さves　 des　 devoirs　 d'harmonie　 tradition-

nelle.　 Puis　 j'y　 ai　ajoute　 I'analyse　 d'oeuvres　 classiques.　 Mes　 analyses　 ont　 porte　 ensuite

sur　 le　plus　 grand　 nombre　 possible　 de　 musiques　 differentes:　 musique　 antique,　 musique

classique,　 musique　 exotique,　 musique　 moderne　 et　ultra-mod㎝e.　 J'yaiajoutequelqu鈴
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しか し、つ まるところは分析の クラスであることに変わ りはあ りませんで した。そ してこの

クラスを通 じて、私は自分の時代 ともっとも密接に関わ りあったのです。 とい うのは、20世

紀の若い作曲家たちのほ とん どすべてが、このクラスにやって きたからです。現在では世界

的に有名になった人たちもい ます。3人 だけ名前 を挙げておきましょう。 ピエール ・プー レ

ーズ、カール=ハ インッ ・シュ トックハウゼ ン、ヤニス ・クセナキスです。

3人 とも天賦の才に恵 まれてお り、そこには私の関わる余地などいささか もな く、たとえ

別の師についていた として も同 じ作品を書 きえたであろ う、といえるか もしれ ません。 しか

し私 としては、彼 らが自らの内部で聴 いているものに、ずいぶん心を配 りました。彼 らの内

に リズム的な動揺をF」覚めさせ ようと努めま した。つ まリ私 自身を忘れて、彼 らが自分 自身

の道を見出すことを助 けるように努力したのです。

教師 になった当初、私は生徒 たちに伝統的な和声.課題 を勉強 させ、次いでそれに古典的作

品の分析を付け加えました。私の分析 はやがて、たいへん古い音楽、古典音楽か ら、エキゾ

テ ィックな音楽、現代音楽、超現代音楽にいたるまで、 さまざまな音楽 をできるだけ多 く扱

うようにな りました。私のクラスで しか扱わない特殊 なもの もい くつか加えました。ギ リシ

アの韻律法、イン ドの リズム法、 グレゴリオ聖歌、モーツァル トにおける強勢法 バ リ島の

音楽、n本 の能と雅楽 といった ものです。 また、ショパ ン、 ドビュッシー、 ラヴェル、アル

ベニスか らごく最近の ピアノ作品にいたるまで、あらゆ るピアノ曲の分析 胡 テいました。私

のクラスでは、オペ ラの傑作にはすべて日を通 しました。モ ンテヴェルデ ィ、ラモー、モー

ツァル ト、ヴァー グナーのオペラの数々、ムソルグスキーの 『ポリス・ゴ ドノフ』、 ドビュッ

シーの 『ペ レアスとメ リザ ンド』、アルバン ・ベルクの 『ヴ ォツェック』な どです。

私はまた、管弦楽法の授業 も行い ましたが、ある管弦楽スコアの楽器配置や音色の選択、

各楽器族の書法 を示すだけでは満足できず、各楽器の演奏者を教室に招 くことに しま した。

フルー ト、クラリネット、バ イオ リン、チェロ、ホルン、 トロンボー ン、木琴、オ ン ド・マ

ル トノの各演奏者に、その楽器のあらゆる特 性を示 してもらったわけです。 これは一種の器

楽編成法の実地訓練 とな りました。

やがて歳月は過 ぎ去 り、新 しい若者 たちが人学 して くるとともに、かつての若者たちは輝

か しく花開いて学校 を去 ってゆ きました。か くして私は、プーレーズやシュ トックハウゼン、

クセナキスなど、 多数の現代作曲家の作品を、そのあ とに続 く若 き未来の巨匠たち、すなわ

ちベ トナムのグエン ・チェン ・ダオ、フランスの トリスタン ・ミュライユ、イギ リスの ジョ

ージ ・ベ ンジャミンといった生徒 たちを前 に して、分析するこ とができたのです。

しか し、私のクラスにおいてなによりも重要なことは、私が自分の固定観念 を忘れ.て、各

作品に応 じて分析法 を変え、ひたす ら目の前のテキス トにのみ専 じ・す るように、つねに心が

けたことであ り、とくに若い作曲家一人ひ とりに応 じて教え方を変え、各生徒の作品や個性

の内に、私がこうしてほ しい と望むような ものではなく、当人が 自分の真の道 を見出すため

に しなければならない もの を発見す るように努めたことです。
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sp色cialites　 dont　 on　 ne　 parlait　 que　 dans　 ma　 classe:　 1a　metrique　 gr㏄que,　 la　rythmique

hjndoue,　 la　chant　 grEgorien,　 1'accentuation　 chez　 Mozart,　 1a　 musique　 Balinaise,　 le　N6

et　 le　Gagaku　 Japonais.　 J'ai　 aussi　 analyse　 toute　 la　 musique　 de　 Piano,　 depuis　 Chopin,

Debussy,　 Rave1,　 Albeniz,　 jusqu'aux　 oeuvres　 piarustiques　 ]es　 plus　 rrsecentes,　 J'ai　 vu　 dans

ma　 classe　 tous　 les　 plus　 grands　 O薩rasl　 les　 operas　 de　 Monteverdi,　 de　 Rameau,　 de

Mozart,　 de　 Wagner,　 "Boris　 Godounov"　 de　 Moussorgsky,　 "Pelleas　 et　 Melisande"　 de

Debussy,　 "Wozzeck"　 d'Alban　 Berg.　 Enfin,　 je　 faisais　 aussi　 de　 rorchestration,　 et　 non

content　 de　 montrer　 aux　 eleves　 la　 dispoStion　 d'皿e　 page　 dbrchestre,　 le　 choix　 des

timbres,　 1'Acriture　 de　 chaque　 famille　 instrumentale,　 je　faisais　 venir　 dans　 ma　 classe　 des

inst㎜entist6　 isol鯨 　 une　 flOte,皿e　 clarinette,　 un　 violon,　 un　 violoncelle,　 un　 cor,　 m

trombone,　 m　 xylophone,　 une　 (hide　 Martenot,　 et　 rexecutant　 nous　 montrait　 toutes　 les

padicula臓de　 soni鵬t㎜ ㎝t,　 ce　 qui　 faisait　 une　 sorte　 de　 trait2　 d'instrumentation　 par

rexemple.　 Les　 annAes　 ayant　 pass,　 de　 nouveaux　 jeunes　 ont　 remplace　 les　jemes　 plus

anciens　 et　 deja　 glorieux:　 c'est　 ai聡iqueゴai　 pu　 analyser　 du　 Boulez,　 du　 Stockha㎜,

du　 XenakiS　 et畑ucoup　 d'autres　 auteurs　 contemporains,　 et　 de　 futurs　 jeunes　 chefs　 de

file　 tels　 que　 le　Vietnamien　 Nguyen　 Thi㎝Dao,　 1e　FranCais　 Tristan　 Murail
,　PAnglais

George　 Benjamin.　 Mais　 ce　 qui　 reste　 le　plus　 important　 dans　 ma　 classe,　 c'est　 que　 j'ai

toujours　 essay6　 d'oublier　 m(謁 　propres　 pr6㏄cupations,　 pour　 changer　 de　 methode

d'analyse　 aver　 chaque　 oeuvre,　 en　 m'attachant皿iquement　 au　 texte　 propos色
,et　 surtout

que　 j'ai　cha㎎6　 de　 veste　 av㏄chaque　 jeune　 compositeur,㎝tachant　 de　 trouver　 dans　 ses

oeuvres　 et　dans　 sa　 personnalite,　 non　 pas　 ce　 que　 j'aurais　 voulu　 qu'il　 fasse,　 ce　 qu'il　 devait

faire　 pour　 trouver　 son　 veritable　 chemin.

　 　 Avant　 de　 quitter　 rhistoire　 de　 ma　 classe,　 le　 me　 pemets　 de　 citer　 Ies　 noms　 de　 mes

el邑ves　 japonais　 ayant　 eu　 leur　 premier　 prix　 au　 Conservatoire　 de　 Paris,　 Ce　 sont:　 Sadao

Bekku,　 Mitsuaki　 Hamaya,　 Akira　 Tamba ,　Takashi　 Kato,　 Susumu　 Yoshida,　 Kazuoki

Fujii,　 Makoto　 Shinohara,　 Mademoisel|e　 Mie　 Takumi,　 et　 Mademoiselle　 Kimi　 Sato .

　 　 Le　 fait　 d'etre　 orgarilste　 a　 la　 Trinit6　 et　 professeur　 au　 Conservatoire　 ne　 m'em-

p@chait　 pas　 de　 continuer　 de　 composer,　 ni　de　 faire　 des　 voyages　 a　 I'etranger　 p皿r　 des

concerts　 de　 mes　 oeuvres.　 C'est　 ainsi　 qu'en　 1944　 j'ai　6crit　 mes　 "Trois　 Petites　 Liturgies

de　 la　 Presence　 Divine",即ur　 choeur　 de　 voix　 de　 fe㎜ 鈴,　 piano　 solo,　 (hide　 Martenot

solo,　 vibraphone,　 percussions,　 et　 orchestre　 a　 cordes,　 De　 1946　 a　 1948,　 」'ai　6crit

"T
urangalfla・Sylnphonie"　 pour　 Piano　 solo,　 Onde　 Martenot　 sdo,　 et　 tm　 tres　 grand

orchestre.　 L'oeuvre　 fut　 d'abord　 joueea　 Boston　 eta　 New・York,　 sous　 la　 dir㏄tion　 de

Leonard　 Bemstein,　 puis　 en　 France,　 a　 Aix・en-Provence,　 sous　 la　 dir㏄tion　 de　 Roger

臓omiere.　 C'est　 ma　 femme,　 Yvonne　 Loriod,　 extraordinaire　 et　 fulgurante　 pianiste,

qui　 avait　 cree　 en　 1945　 mes　 "Vingt　 Regards　 sur　 I'Enfant　 Jesus"　 pour　 piano,　 puis　 la　partie

de　 piano　 solo　 des　 "Trois　 Petites　 Liturgies",　 puis　 la　 partie　 de　 piano　 solo　 de

"Tura㎎alila
-Symphonie" .　Elle　 avait　 tenu　 aussi　 le　 pre面er　 piano　 de　 mes　 `'Visions　 de

rAmen",　 alors　 que　 je　 [enais　 Ie　deuxipme　 piano.　 EIIe　 devait　 jouer　 par　 la　 suite　 toutes

mes　 oeuwes　 de　 piano,　 et　de　 piano　 et　 orchestre.　 Elle　 m'accompagna　 dans　 mon　 premier

voyage　 au　 Japon　 en　 1962.　 C'est　 Madame　 Fumj　 Yamaguchi,　 notre　 impresario　 japonais

a　repoque,　 qui　 avail　 organist　 ce　 voyage.　 Je　 fis　la　comaisan㏄a　 Tokyo　 du　 merveilleux

chef　 d'orchestre　 japonais　 Seiji　 Ozawa.　 La　 "Turangalila-Symphonie"　 fut　 donc　 creee　 a
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私のクラスについての説明を終 える前に、パ リ音楽院で私 が教えた日.本人で首席賞 をえた

生徒たちの名前を挙げてお きたいと思、います。別宮 貞雄、端山貢明、丹羽明、加古隆、吉田

進、藤井一興、篠原真、..1.:美恵 、佐藤喜美、以上の方がたです。

トリニテ教会のオルガン奏者であると同時に音楽院の教授であることは、私が作曲を続け

る妨げにも、私の作品の演奏会のために外国 に旅行す る妨げにもなりませんで した。か くし

て、私は1944年 に、女声合唱、 ピア ノ独奏、オン ド・マル トノ独奏、ヴィブラフォン、打楽

器お よび弦楽器のための 「神の降臨のための三つの小典礼」を作曲 しました。 また1946年 か

ら1948年 に かけては、 ピア ノ独奏、オン ド・マル トノ独奏、およびきわめて大規模 な管弦楽

のための 『トゥーランガ リーラ交響曲』 を書 きました。この作品はまず、ボス トンとニュー

ヨー クで、レナー ド・バーンスタインの指揮の もとに演奏 され、次いでフランスのエ クス=

ア ン=プ ロヴァンスで、 ロジェ ・デゾル ミエールの指揮の もとに演奏 され ました。

1945年 に私のピアノ作品 「幼 ∫・イエスにそそぐ20の まな ざし」 を初演 した、私の妻であ

り、非凡で輝か しいピアニス トであるイヴォンヌ・ロリオは、『三つの小典礼』の ピアノ独奏

のパー トを初演 し、次いで 『トゥーランガ リー ラ交響曲』の ピアノ独奏のパー トを初演 しま

した。妻はまた、私の 『アーメンの幻視』の第一 ピアノも初演 して くれましたが、この とき

は私が第二 ピアノを担当 しました。以来、妻は私の ピアノ曲およびピアノと管弦楽のための

曲を、すべて初演 してくれることにな ります。

1962年 に私がは じめて1|本 を訪れました ときにも、妻は同行 して くれ ました。このときの

旅行 を企画 して くれたのは、当時の私たちの 日本におけるマネージャーであるヤマグチ ・フ

ミさんで した。私は東京ですば らしい日本人指揮.者、小沢f正爾 と知 り合いました。つまり『ト

ゥーランガ リーラ交響曲』の東京での初演{よ 小沢征爾の指揮、 イヴォンヌ ・ロリオの ピア

ノ独奏で行われたのです。 この またとない演奏会は大成功 を収め、その輝か しい思い出はい

つ まで も私の記憶に残 ってお ります。

こうした音楽的な喜びの うえに、 日本を発見す るという衝撃的な出米事が加わ りました。

私はたんに富士山や 日本庭園だけではな く、見るもの聞 くものすべてにおいて、このすば ら

しい国 を無条件に好 きにな りました。青い海に赤い鳥居の立つ宮島の風景、石灯篭の並ぶ奈

良公園、古い 日本の伝統音楽である能楽や雅楽、松平頼則から武満徹 にいた るまでの 日本の

現代音楽 とその作曲家たち、そ して軽井沢で採譜 したすば らしいト1本の鳥 たちの歌声を。そ

れはまさに青 天の纏 で した。 フランスに帰 った私 は、 もう畳の上で眠 ることができないこ

とを嘆 き、妻にこれからも日本料理 を作 ってほ しい と頼んだ ものです。

この忘れられない滞在の日々をもとに、私は一つの作品を創 りました。 『七つの俳譜』とい

う、 ピアノ独奏、木琴、マ リンバ、木管合奏、 トランペ ット、 トロンボーン、八つのヴァイ

オ リン、一揃いのカウベル、一揃いの クロタル、テユープラー ・ベルズ、金属打楽器のため

の曲です。 この 『七つの俳譜』 は、初め と終わ りに仏教寺院の守護神将の役割 を果たす序曲

とコーダがついてお り、そのほかの曲の題名はそれぞれ、『奈良の公園と石灯篭』、『山中カデ
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Tokyo　 par　 Seiji　 Ozawa,　 av㏄Yvome　 Loriod　 au　 piano　 solo
,　et　 ce　 conc帥 　extraor-

dinaire　 fut　 un　 trさs　grand　 moment　 dont　 j'ai　 toμlours　 conserve　 un　 souven　 r　ebloui .　Aux

joies　 musicales　 s'ajoutait　 le　choc　 de　 la　decouverte　 du　 Japon.　 J'admira　 s　sans　 reserve

ce　 pays　 extraordinaire,　 pas　 seulement　 pour　 le　Mont　 Fuli　 et　les　jardins　 Japonais
,　mais

pour　 tout　 ce　 qu'on　 peut　 y　 voir　 et　 y　entendre:　 le　paysage　 de　 Miyajima　 av㏄son　 torii

rouge　 dans　 la　 mer　 bleue,　 ]e　 parc　 de　 Nara　 av㏄ses　 lantemes　 de　 pierre
,　ls　 musiques

anciennes　 traditionne11es　 japonaises　 (le　 theatre　 N6,　 le　 Gagakω
,les　 musiques　 et　 les

musiciens　 modernes　 du　 Japon,　 (de　 Yoritsune　 Matsudaira　 a　Toru　 Takemitsu)
,　et　enfin

les　 admirables　 oiseaux　 japonais　 dont　 je　 notai　 les　chants　 a　Karuizawa .　C'etait　 un　 coup

de　 foudre　 total:　 rentre　 en　 France,　 je　regrettais　 de　 ne　 plus　 coucher　 sur　 des　 tatamis
,　et

je　demandais　 a　ma　 fe㎜e　 de　 me　 faire　 encore　 de　 la　cuisine　 japonai駝.　 J'ai　 rapport8　 de

ces　 jours　 inoubliables　 une　 oeuvre:　 "Sept　 Haikai"
,　pour　 Piano　 solo,　 xylophone,

marimba,　 orchestre　 de　 bois,　 une　 trompette,　 un　 trombone
,　8　violons,　 jeux　 de　 cencerros,

de　 crotales,　 de　 cloches,　 e亡percussions　 mεtalliques .　 Les　 "Sept　 Haikai"　 s'ouvrent　 et　se

ferment　 par　 une　 Introduction　 et　une　 Coda　 qui　 jouent　 le　r61e　 des　 rois・gardiens
,　dans　 les

temples　 bouddhistes,　 les　 titres　 des　 autres　 pi@ces　 sont　 d6　 evocations　 typiquement

japonaises:　 "le　 parc　 de　 Nara　 et　 les　 lantemes　 de　 pierre",　 "Yamanaka　 Cadenza",
``Gagaku"

,　"Miyajima　 et　 le　torii　 dans　 la　 mer",　 "les　 oiseaux　 de　 Karuizawa ."

　 　 Je　 viens　 de　 parler　 de　 mes　 notations　 de　 chants　 dbiseaux,　 Cest　 le　moment　 de　 dire

que　 〕e　ne　 suls　 pas　 seulement　 musicien　 mais　 aussi　 omithologue.　 AprPs　 avoir　 not6　 des

chants　 d'oiseaux,　 tr@s　 mal,　 et　 sans　 savoir　 le　nom　 de　 1'oiseau　 que　 je　 notais
,　j'ai　 pris　 des

leCons　 aupres　 d'omithologues　 franCais,　 sur　 le　terrain,　 au　 cours　 de　 promenades　 dirig6es .

Mon　 premier　 professeur　 d'omithologie　 fut　 Jacques　 De]amain
,　puis　 je　 m'adressais　 a

Henri　 Lomont,　 a　 Francois　 Hue,　 a　 Robert　 Daniel　 Etch㏄opar .　 Enfin,　 je　 notais　 des

chants　 d'oiseaux　 t皿t　 seul,　 chaque　 atmee,　 au　 printemps ,　d'abord　 dans　 les　 diff壱rentes

provinces　 de　 France,　 puis　 en　 Italie　 et　 en　 Grece,　 aux　 Etats-Unis　 d'Amerique,　 au　 Japon,

et　en　 Nouvelle　 Caledonie.　 J'ai　 utilise　 beaucoup　 de　 chants　 d'oiseaux　 dans　 mes　 oeuvres
,

En　 essayant　 d'etre　 fidさle　 a　 leur　 esthetique　 melodique　 et　 rythmique
,　en　 essayant　 de

陀ndre　 leurs　 differents　 timbres　 a　 des　 combinaisons　 d'instnlments　 et　 surtout　 a　 des

accords　 invents　 qui　 changent　 a(ぬaque　 note　 des　 chants　 utilises　 et　 renforcent　 ou

diminuent　 le　nombre　 des　 sons　 harmoniques.　 Mon　 "Catalogue　 dbiseaux"　 pour　 piano

est　 une　 oeuvre　 trPs　 longue:　 elle　 dure　 prPs　 de　 trois　 heures,　 et　 ses　 13　pi急ces　 suivent　 toutes

la　 succession　 des　 heures　 du　 jour　 et　 de　 la　 nuit.　 LI　 meme　 fo㎜e　 est　 adopt饒pour　 "1a

Fauvette　 des　 jardins",　 6galement　 pour　 piano.　 Dans　 ces　 deux　 oeuvres,　 1es　 oiseaux　 sont

situes　 dans　 leers　 paysages,　 aver　 leurs　 compagnons　 d'habitat.　 Au　 contraire,　 dans　 les

"Oiseaux　 exotiques"　 pour　 Piano　 solo
,　gl㏄kenspiel,　 xylophone,　 orchestre　 a　 vents,　 et

percussions,　 la　vraisemblance　 n'est　 plus　 respectee,　 et　des　 oi㏄aux　 de　 pays　 trさsdifferents

y　 voisinent　 uniquement　 pour　 un　 effet　 de　 contrepoint　 musical:　 ce　 sont,　 en　 effet,　 des

oiseaux　 de　 rInde,　 de　 la　 Chine,　 de　 l`Amerique　 du　 Nord　 et　 de　 rAmedque　 du　 Sud .

　 　 Ma　 premiere　 specialite　 est　 d'etre　 omitho|ogue.　 Ma　 deuxieme　 specialite　 est　 d'etre

輌cien.　 Apres　 mes　 etudes　 traditionnelles　 au　 Conservatoire　 de　 Paris,　 j'ai　 travaiU6

1e　rythrne　 tout　 seuL　 J'ai　 d'abord　 a(hnire　 la　 liberte　 rythmjque　 du　 chant　 gr亀orien　 ou

plain-chant,　 ses　 arsis　 et　 ses　 th6sis,　 ses　 melanges　 du　 3　et　 du　 2.　 Je　 me　 suis　 applique　 a
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ンツァ』、『雅楽』、『宮島 と海中の鳥居』、『軽井沢の鳥 たち』というぐあいに、典型的 な日本を

想起 させ るもの となっています。

さて、先ほど鳥の歌声 を採譜 したという話をしましたが、そろそろ私が音楽家であるばか

りでな く、鳥類学者で もあることをお伝 えしようと思います。かつては、鳥の歌声の採譜 も

下手で、 しか も自分の採譜 した鳥の名前 もわか らなかった私は、フランスの鳥類学者たちに

師事 して、実際に現場を案内 して もらいなが ら教 えを受けることに しました。最初の鳥類学

の師はジャック ・ドラマンで、続いてア ンリ・ロモ ン、フランソワ ・ユエ、 ロベール ・ダニ

エル ・エシュコパールの各氏に教 えを乞いました。そ してようや く、毎年春 になると、一 人

で鳥の歌 を採譜す るようになったのです。 まず最初は、フランスの出合 をあちこち回 り、そ

れからイタリア、 ギリシア、アメリカ合衆国、1.体 、ニ ュー ・カレ ドニアへ と足を伸 ば しま

した。

私 は自分の作品にた くさんの鳥の歌声 を使用 してい ますが、それぞれの歌声のメロデ ィー

とリズムの美 しさを忠実に生かす ように努力 しま した。つ まり、それぞれの音色の違いを表

現するために、楽器の組み合わせ を工.失し、 またとくにさまざまな和音を考案 して、使用す

る歌声の一つひとつの音高に応 じてそれらが変わ り、倍 音の数が増 えた り減ったりす るよう

努力しました。

私のピアノ曲 『鳥のカタログ』は、ずいぶん長い作品です。全体 として3時 間近 くを要 し、

13の 楽曲 を通 じて昼 と夜の時間の経過すべて力端 かれてゆきます。同 じくピアノ曲である、

『ニ ワムシクイ』に も、同 じ形式が採用されています。この二つの作品の中では、鳥 たちiよ

その生息地の中で、そこでの仲間たち とともに描かれています。 ところが一転 して、 ピアノ

独奏、グロッケ ンシ1ピ ール、木琴、吹奏楽器、打楽器のための作品、『異国の鳥 たち』の中

では、ほん とうらしさは もはや尊重されず、 さまざまな国の鳥たちがひたす ら対位法的音楽

効果を生み出すために、隣あって現れてきます。具体的 にいえば、イン ド、中国、北アメリ

カ、南アメ リカの鳥たちです。

さて、私の第一の専門は鳥類学者であることですが、第二の専門は リズムの研究者である

ことです。パ リ音楽院で伝統的な勉強 を終えたのち、私 は独自に リズムの研究を行いました。

私 はまず、グレゴ リオ聖歌、つ まり単旋律聖歌の リズムの自由さ、そのアル シス(上 拍)

とテーシス(下 拍)、3拍 子と2拍 子の混合に感嘆 しました。続いてギ リシアの韻律法を理解

して、クロー ド・ル ・ジューヌの作品 『春』 におけるその用法 を調べてみ ました。

また、デシー=タ ーラ、すなわち古代 イン ドのさまざまな地方の リズムについては、長期

にわたって熟考 し、そこに含 まれる宇宙的宗教的シンボルや リズム的法則 を発見 しようと力

をつ くしました。そ してようや く、二つの リズム技法を自分な りに用いるようになったので

す。っ まり、「不可逆的な リズム」 と 「対称置換」です。

古 くから、建築、タペス トリー、ガラス⊥芸、花壇造園の装飾芸術の分野においては、任

意の中心の周 りに整然 と配置 されたシンメ トリックなモチーフが用いられています。この配
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comprendre　 la　 metrique　 qr㏄que,av酬fier　 son　 emploi　 dans　 "1e　 Printemps"　 de　 Claude

le　 Jeune.　 J'ai　 [onguement　 m6dite　 sur　 lesd㏄i-talas　 ou　 rythmes　 provinciaux　 de　 PInde

antique,　 en　 cherchant　 a　 retrouver　 les　 symboles　 cosmiques　 et　 religieux
,　les　 lois　 ryth-

miques　 qu'ils　 contiennent　 Enfin,　 j'ai　utilise　 personnellement　 deux　 procedes　 rythmiques:

les　 rythmes　 non　 retrogradables,　 et　 ]es　 permutations　 symetriques .

[冶puis　 longtemps,　 dans　 les　 arts　 d畿oratifs　 (architecture
,　tapisserie,　 vitrerie,

parteπe　 de　 fleurs),　 on　 use　 de　 motifs　 inversement　 symetriques,　 ordonn6s　 autour　 d'un

centre　 libre・ 　 Cette　 disposition　 se　 retrouve　 dans　 les　nervures　 des　 feuilles　 d'arbres
,　dans

les　 ailes　 de　 papiUons,　 dans　 le　visage　 et　 le　 corps　 humain
,　et　 meme　 dans　 les　 vieilles

formules　 de　 magie.　 Ce　 sont　 deux　 groupes　 de　 dur6es,　 retrogrades　 run　 par　 rapport　 a

rautre,　 encadrant　 une　 valeur　 centrale　 libre　 et　 commune　 aux　 deux　 groupes .　Lisons　 le

rythme　 de　 gauche　 a　droite　 ou　 de　 droite　 a　gauche
,　lbrdre　 de　 ses　 durees　 reste　 le　meme.

C'est　 un　 rytlune　 absolument　 ferme,

　 　 Les　rythmes　 non　 retrogradables　 reposent　 sur　lme　 impossibilite　 de　retrogradation.

Les　 permutations　 symetriques　 reposent　 sur　 une　 impossibilite　 de　 permutation .　On　 sait

que　 le　Hombre　 de　 permutations　 de　 plusieurs　 objects　 distincts　 augmente　 d8mesurement

a　 chaque　 ajout　 d'une　 unite　 nouvelle　 aux　 objets　 choisis .　 Si　 je　 prends　 une　 gamine

chromatique　 de　 dur6es　 allant　 de　 la　 triple　 croche　 a　la　 ronde
,　donc　 de　 une　 a　 32　 tr{ples

croches,　 av㏄toutes　 les　 dur鱈inte㎜ 創iair6
,　et　 si　je　 veux　 en　 chercher　 et　en　 utiliser

lesI犯mutationS　 leur　 nombre　 est　si　61eve　 qu'il　 faudrait　 plusieu聡am継pour　 l(鶉hre
.

1[　faut　 donc　 choisir,　 e[　 choisir　 aver　 le　 maximum　 de　 chance　 de　 dissemblance　 d'une

匪mutation　 a　 rautre.　 Pour　 y　 arriver,　 je　 ]is　ma　 gamme　 chromatique　 de　 dudes　 dans

un　 certain　 ordre　 trouve　 par　 moi .　 Puis,　 ayantεcrit　 le　resu[tat
,　je　 numerote　 de　 l　a　32

1a　 succession　 des　 dur臨obtenues.　 Ensuite,　 je　 lis　cette　 nouvel|e　 succession　 de　 durξes

dans　 le　meme　 ordre　 que　 la　pr㎝iere　 fois,　j'8cris　 ce　 nouveau　 resultat
,　et　je　recommence,

ce　qui　 men　 donne　 un　 troisieme,　 et　ainsi　 de　 suite,　 jusqu'a　 ce　 que　 je　retrouve　 textuellement

la　ga㎜echro㎜tique　 de　 dur酬e　 depad .　 Cela　 d。nne　 m　 chiffre　 de脚utations

raisomable　 (pas　 trS　 loin　 du　 nombre　 de　 durees　 choisies)　 et　 aussi　 des　 permutations

assez　 differentes　 pour　 @tre　 juxtaposes　 et　 SUpCrpOSE'2S .　 C'est　 en　 1960　 que　 j'ai　 6crit
``Chronochromie"　 pour　 orch

estre,　 et　c'est　 dans　 `℃hronochrorlゴe"　 que　 j'ai　 utilise　 le　plus

ks　 "pe㎜utations　 symetriques."　 Elles　 y　sont　 rendues　 perceptibles　 par　 trois　 moyens　 (le

momayage,　 les　 timbres,　 et　 les　 couleurs　 d'accords).

En1963,ゴai　 ecrit　 `℃ouleurs　 de　 la　Cit6　 celeste"　 (piano　 et　orchestre)
,　et　en　 1964,　 ``Et

ex匪cto　 resurrectionem　 mortuorum"　 (orchestre　 de　 bois
,　cuivres,　 et　 percussions

m6talliques).　 Enfin,　 de　 1965　 a　 1969,　 」'ai　ecrit　 "la　 Transfiguration　 de　 Notre　 Seigneur

Jesus　 Christノ'10㎎oratodo,　 divi蛤en　 deux　 septεnaires,　 qui　 utilise　 Sept　 solistes　 in-

strumentaux,　 un　 choeur　 mixte,　 et皿trds　 grand　 orchestre .　Cette　 oeuvre　 fut　 「㏄casion

d'un　 nouveau　 voyage　 au　 Ja四n.　 Cむmme　 ma　 femme　 Yvonne　 I.oriod　 y　jouait　 |e　Piano

solo,　 je　 partis　 av㏄e11e　 a　 Tokyo.　 Dans　 le　 m@me　 avion　 se　 trouvait　 tout　 1'Orchestre

National　 de　 France,　 les　choeurs　 de　 la　Radiodiffusion　 franCaise
,　les　autres　 solistes,　 et　le

chef　 Lorin　 Maaze1:　 ils　devaient　 executer　 1'㏄uvre　 deux　 fois:　 a　Tokyo
,　puis　 a　Kyoto.

Nous　 etions　 tous　 invites　 par　 le　 Nippon　 Cultural　 Center
,　et　 Messieurs　 Shiroishi　 et

S酬.(加elq劇ou聡apr蕊,nous　 partimes,　 ma　 femme　 et　 moi
,　a　 Nikko,　 pour
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置は、木の葉の葉脈、蝶の羽、人間の顔 と身体、そ して昔の魔法陣の描 き方にまで見出すこ

とがで きます。「不可逆的な リズム」は、 まさにこれと同 じものです。すなわち、一方が他方

に対 してその逆行であるような二つの音符.群があって、その2群 が中心 となる任意の1個 の

音価を共有 しているのです。この リズムを左から右へ読んで も、右から左へ読んで も、その

音符配列は同 じです。つ まり、完全に閉 じられた リズム というわけです。

「不 可逆的な リズム」は逆行の不可能閻王に基づいていますが
、「対称置換」は、置換の不可能

性 に基づ いています。 ご承知のように、異なったい くつかの物体 を並べ るとき、その置換の

総数は、使用す る物体の個数が追加され るごとに、飛躍的に増加 してゆ きます。 もし32音 符

か ら全81H符までの音符をつか って、つ まり音符が1個 か ら32音 符 、32個 まで、その中間のあ

りとあらゆる音符をつか って持続の半音階を一つつ くリ、その置換の可能性を求めようとす

れば、その数は莫大なもの とな り、書き表すのに何年 もかか ることになるで しょう。

したが って選択が必要 とな ります。それぞれに異なった置換の ・∫能ド1三を最大限に選択 しな

ければなりませ ん。そこに到達するために、私は自分で発見 した一定の手順 にしたが って、

持続の半音階 を読んでゆ きました。そ して、その結果を書 き出 し、えられたi'i　の連な りに

1か ら32ま で の番号を打 ちました。次にこの新 しい音符の連な りを最初の ときと同 じ手順で

読んでいって、再び結果を書き出 し、続いて また同 じ作業で3度 目の結果 を書 き出 しました。

この ようにして、いちばん最初の半音階 とまった く同 じものがえられ るまで作業を繰 り返 し

ていったのです。 こうして、妥当な数の置換形がえられました。選択 した音符数 と、だいた

い同 じ数にな ります。また、 どの置換形 も互いに異なっているので、並列 させ たり、重ね合

わせ た りす ることがで きます。

私は1960年 に管弦楽のための 『クロノクロ ミー』を作曲 しましたが、「対称置換」をもっと

も多く使用 したのがこの作品です。 この曲は、一定 した音価の使用、 音色、および和声の色

彩の三つの方法 によって、「対称置換」力澗 き取れ るようになっています。

1963年 に、私はピアノと管弦楽による 「天国の色彩」を作曲 し、1964年 に は、木管楽器、

金管楽器、金属打楽器による 『われ ら死者の復活を待ち望む』 を作曲 しました。

そ して、1965年 か ら1969年 にかけては、..ヒつの独奏楽器 と混声合唱 とたいへん大規模 な管

弦楽のために、それぞれ7曲 か らなる二部構成の長いオラ トリオ 「わが主イエス ・キ リス ト

の変容』 を作曲 しました。 この作品が、私 に再びU本 を訪れる機会 を与えて くれたのです。

妻のイヴ ォンヌ ・ロリオがピア ノ独奏を担 当するので、私は妻 とともに東京に向かい ました。

その同 じ飛行機 に、フランス国立管弦楽団全員、フランス放送合唱団員、ほかの独奏者たち、

そ して指揮者の ロリン ・マ七一ルが乗 りこみました。

作品は まず東京、そ して京都 と、2回 演奏するこ とになっていま した。私たちは全員、 日

本文化セ ンターおよび白石、佐 々木両氏 によって招待 されたわけです。それから数日後、私

と妻は日光 を訪れて、寺社の鮮やかな色彩を楽 しみ、幸運の三猿(見 ザル、聞かザル、言わ

ザル)を 鑑賞 し、人込みの喧騒 と御陵の静けさの対照 をゆっくりと味わいました。そ してあ
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apprecier　 les　couleurs　 vives　 de　 ses　 temples
,　admirer　 les　trois　 singes　 du　 bonheur　 (qui　 ne

disent　 rien,　 ne　 voient　 rien,　 n'entendent　 rien)
,　ajouter　 1'oPPosition　 entre　 le　bruit　 de　 la

foule　 et　 le　 silence　 de　 Ia　 tombe　 de　 lEmpereur,　 et　 noter　 encore　 me　 fois　 deux　 oiseaux

Japonals　 tr@s　 connus:　 1'Uguisu　 (Bouscarle　 du　 Japon),　 et　 rHototogisu　 (petit　 Coucou　 a

tete　 grise).

　 　 　 De　 1971　 a　1974,　 j'ai　 travaill6　 a　une　 oeuvre　 pour　 Piano　 solo,　 cor　 solo,　 et　orchestre:
``D
s　 Canyons　 aux　 etoiles　 ..."　 Cette　 oeuvre　 est　 d6diee　 aux　 canyons　 de　 PU亡ah

,　oa　 j'ai

visit壱specialement　 Bryce　 Canyon,　 Cedar　 Breaks,　 et　 Zion　 Park .　Dans　 cette　 oeuvre,　 il

ya　 mes　 r㏄her(血es　 rythmiques　 d鈴(血ants　 d'oiseaux　 de　 rUtah　 et　 des　 files　Hawaii,　 et

beaucoup　 de　 couleurs　 d'accords　 en　 souvenir　 des　 rochers　 ro㎎e・orange　 de　 Blyce

Canyon.

Je　 viens　 d'配rire　 le　 mot　 couleur.　 Il　 me　 faut　 parler　 maintenant　 du　 rapport

son-couleur.　 Ma　 premi8re　 emotion　 color@e　 se　 situe　 assez　 loin　 dans　 le　temps:　 je　 devais

avoir　 ll　ans　 quand　 j'ai　 vu　 les　 vitraux　 de　 la　 Sainte　 Chapelle ,　 La　 seconde　 fut　 Ia

decouverte　 des　 tableaux　 de　 Robert　 Delaunay .　VersPage　 de　 22　ans,　 je　fis　la　comaissan-

ce　 du　 peintre　 des　 sons　 Charles　 Blanc・Gatti .　 Enfin,　 1'admire　 profondement　 le　grand

homme　 de　 la　 Lithuanie,　 ]e　 peintre　 musicien　 Ciurlionis .　 Tous　 c6　 ex㎝pl6　 m'ont

fortifi6　 dans　 rna　 recherche　 du　 son・cou|eur .　J'ai　 beaucoup　 ren6dli　 sしlr　ce　 qui　 se　 passait

en　 moi　 et　 j'ai　 compris　 que　 mon　 audition　 musicale　 etait　 en　 meme　 temps　 une　 audition

color2e,　 mais　 intell㏄tuelle,　 sans　 le　 secours　 des　 yeux .　 Je　 vois　 interieurement　 des

couleurs　 quand　 j'㎝tends　 de　 la　 musique .　 Pour　 chaque　 complexe　 de　 sons　 i|　existe　 un

complexe　 de　 couleurs　 correspondant,　 chacun　 de　 mes　 modes,　 chacun　 de　 mes　 accords
,　a

sa　 couleur.　 Le　 meme　 complexe　 de　 sons　 donne　 toujours　 les　memes　 couleurs
,　a　condition

qu'ils　 restent　 a　 la　 meme　 place.　 Si　 on　 Ie　transporte　 a　roctave　 aigu@,　 les　 couleurs　 sont

degradees　 vers　 le　blanc　 (c'est・a-dire　 plus　 claires)　 -　 si　on　 le　transporte　 a　roctave　 grave
,

les　couleurs　 sons　 rabattues　 par　 le　noir　 (c'est・a・dire　 plus　 sombres}　 -　 si　on　 le　transpose

au　 demi-ton,　 au　 ton,　 a　 la　 tierce,　 a　 tout　 autre　 intervalle　 que　 roctave
,　les　 couleurs

changent　 complさtement.　 11　 s'ensuit　 qu'il　 y　 a,　 pour　 chaque　 complexe　 de　 sons　 12

combinaisons　 de　 couleurs　 changeant　 avec　 chacun　 des　 12　 demi・tons
,　mais　 la　 com-

binaison　 de　 couleurs　 reste　 ]a　meme　 au　 simple　 changement　 d'㏄tave
,　avec岨eclaircisse・

ment　 s'il　s'agit　 d'une㏄tave　 aigue,　 av㏄un　 assombrissement　 s'il　s'agit　 d'une　 octave

grave.　 Et　 comme　 la　 musique　 use　 de　 milliers　 de　 complexes　 de　 sons,　 comme　 ces

complexes　 sont　 toujours　 en　 mouvement,　 se　 faisant　 et　se　 defaisant　 sans　 cesse
,　ainsi　 les

c皿leurs　 qui　 leur　 correspondent　 doment　 des　 arcs-en・ciel　 entremeles
,　des　 spirales　 bleues,

ro㎎ 〔s,　violett{s,　 oranges,　 vertes,　 qui　 bo㎎ent　 et　 toument　 av㏄1es.sons
,　a　 la　 meme

vitesse　 que　 les　 sons,　 avec　 les　 memes　 oppositions　 d'intensit6s
,　les　 memes　 conflits　 de

durEes,　 les　 m@mes　 enroulements　 contrapuntiques　 que　 les　 sons,

En　 parlant　 de　 la　couleur,　 des　 rytUmes,　 des　 chants　 d'oiseaux
,　j'ai　 r蕊 ㎜e　 toute　 ma

musiqua　 En　 parlant　 de　 ma　 classe　 au　 Conservatoire　 de　 Paris
,ゴai　 resume　 mes　 rapports

avec　 le　XXe　 siecle　 et　les　jeunes　 musiciens　 qui　 ont　 fait　 et　continu㏄t　 a　faire　 la　 musique

du　 XXe　 si@cle.　 〔;ependant,　 1'aspect　 le　plus　 imps)rtant　 de　 ma　 musique
,　et　mon　 v6ritable

rOle　 auprPs　 de　 mes　 contemporains,　 tout　 cela　 n'a　 pas　 encore　 ete　 aborde .　 J'ai　 dit　 en

commengant　 que　 j'etais　 croyant,血eden　 et　 ca血olique .　C'est　 en　 essayant　 d'apProfon－
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の有名な 日本の鳥、ウグイスとホ トトギスの歌声 を再び採譜 したのです。

1971年 か ら1974年 にかけて、私はピアノ独奏 とホル ン独奏と管弦楽のための作品 「峡谷か

ら兄たちへ……』を作曲 しました。この作品はユ タ州の峡谷に捧 げられた もので、この曲を

書 くために私は妻とともにユ タ州に旅行 し、とりわけプライス ・キャニオン、シダー ・プ レ

イクス、ザイオン国立公園を訪れ ました。この作品の中には、私の リズムの探究成果 ととも

に、ユタ州 とハワイ諸島の鳥たちの歌声、そ してプライス ・キャニオ ンの赤みがかった榿色

の岩 を想わせ る数々の和 音的色彩があふれています。

色彩 とい う言葉がでた ところで、ぜ ひとも音と色彩 との関わ りについてお話 ししなければ

なりません。私が初めて色彩的な感動 を覚えたのiよ もう遙か昔のことにな ります。た しか

11歳 だった と思いますが、サン ト・シャベルのステン ドグラスを目にしたときの ことです。

2度 目の感動は、ロベール ・ドロネーの絵 を発見 したときで した。そ して、22歳 ころになっ

て、 音を描 く画家 シャルル ・プ ラン=ガ ッテ ィを知 りました。私はまた、 リトアニアの偉大

な画家に して音楽家で もあるキウル リオニスを深 く賛美 してい ます。そうしたことのすべ て

によって、私 は音と色彩 との関わ りの探究 を{朶めるようになったのです。

私は、自分の内部で起 こっていることをよく観察 し、私の音楽聴取 は、彩 られた聴取で も

あることに気づきました。 ただ し、あくまで知的な意味でであって、日の助けを借 りるわけ

ではあ りません。音楽を聴 くと、色彩が頭の中に浮かぶのです。音の複倒 木の一つひとつに

対 してそれに対応する色彩の複合体が存在 し、私の旋法の一つひとつ、私の和音の一つひと

つがそれぞれ独 自の色彩 をもっています。

同一の複合 音は、同 じ音程に とどまるかぎり、常に同一の色彩群 を生みだ します。それ を

1オ クターウ1高いほうへ移行すると、色彩は白の方へ近づ きます。つま り明るくなるのです。

そして、1オ クターヴ低い方へ移行すると、色彩は黒のほうへ と近づ き、暗 くな ります。 し

か し半 音な り、全音な り、3度 な り、ともか くオクターヴ以外の間隔で移行す ると、色彩は

す っか リ変わって しまいます。つまり、音の複合体1個 に対 して、12通 りの色彩の組み合わ

せが12の 半音の一つひとつに応 じて変化す ることにな ります。 しか し、オクターヴの変化だ

けでは、色彩の組み合わせ ば同一の ままで、高いオクターヴの場合は明る くな り、低 いオク

ターヴの場合は暗 くなるわけです。

音楽 は無数の複合音を用います し、またそれ らの複合音はたえず、形成 された り破壊 さた

りして、つねに動いていますか ら、それに対応す る色彩群は青、赤、紫、雛、緑 の渦が 昆じ

り合った虹 を生みだ し、それ ぢが音とともに、音 と同 じ速度で、そ して音と同 じ強度の コン

トラス ト、同 じ時間制 寺続のぶつか り合い、同 じ対位法的展開 をもって揺れ動 き、回転する

のです。

さて、私 は色彩 とリズム と鳥の歌声 を語ることで、私の音楽のすべてを要約 しました。そ し

て、パ リ音楽院における私の クラスを語 ることで、私 と20世 紀 との関わ り、な らびに2〔世 紀

の音楽を創 りあげ、 また創 り続 けている若い音楽家たちとの関わ りを要約 しました。 しか し

166

Commemorative　 Lectures

dir　 les　mystさres　 du　 Christ　 et　de　 |a　Foi　 chretieme　 que　 j'ai　t'crit　 mes　 meilleures　 oeuvres ,

et　 que　 j'ai　 pu　 toucher　 le　 plus　 profondement　 le　grand　 public.　 Cest　 en　 faisant　 un　 acte

de　 Foi　 que　 j'aiξcrit　 ma　 demiere　 oeuvre:　 "Saint　 Francois　 d'Assise,"

Toute　 ma　 vie,　 j'ai　reve　 d'ecrire　 lm　 O睡ra.　 Mais　 j'avais　 peur　 de　 ne　 pas　 @tre　 dou@.

Et　 il　a　fallu　 rinsistance　 de　 Rolf　 Liebennann　 pour　 que　 j'accepte　 d'ecrire　 une　 oeuwe　 pour

l'Op6ra　 de　 Par{s:　 ce　 fut　 "Saint　 FranCois　 d'Assise,"opera　 en　 trois　 actes　 et　huit　 tableaux .

J'ai　 travaille　 plus　 de　 huit　 ans　 a　cette　 oeuwe:　 de　 1974　 a　 1983　 ・　j'ai　 fait　 moi-m@me　 le

Poeme(㎝m'inspirant　 des　 "Fioretti",　 des　 "Considerations　 sur　 les　 Stigmates"
,　et　 du

``Cantique　 des　 Cr6atures"　 de　 Saint　 FranCois)
,　puis　 j'ai　 pass　 quatre　 annees　 a　 6cdre　 la

musique　 et　 quatre　 am能sa　 en　 faire　 rorchestration .　 La　 creation　 a　 eu　 |ieu　 le　 28

novembre　 1983,　 au　 Theatre　 National　 de　 POpera　 de　 Paris
,　et　 j'ai　 reclame　 pour　 cette

creation　 le　grand　 chef　 japonais　 Seiji　 Ozawa.　 11　s'agit　 d'しm　 opera　 anti-traditionne],　 dans

l閑uel　 it　n'yani　 intrigue　 amoureuse,　 ni　 crime,　 seulement　 la　progression　 de　 la　 Grace

dans　 rame　 de　 Saint　 FranCois.　 Ce　 n'est　 pas　 une　 progression　 dramatique,　 dest　 une

progression　 interieure.　 Premier　 tableau:　 "la　 Croix"　 -　 Frangois　 comprend　 ce　 qu'est　 la

saintete.　 D3uxieme　 tableau:　 "les　 Laudes"　 -　 Frangois　 demande　 a　Dieu　 de　 rencontrer

un　 lepreux　 et　 d'@tre　 capable　 de　 raimer.　 Troisieme　 tableau:　 "le　 baiser　 au　 Iepreux"　 -

FranCois　 embrasse　 le　lepreux,　 eいm　 double　 miracle　 se　 produit:　 le　]t'preux　 est　 gueri
,

et　 FranCois　 devient　 Saint　 Frangois.　 Quatdさme　 tableau:　 "rAnge　 voyageur"　 -　 rAnge

apparait　 familierement　 au㎡lieu　 ds　 ho㎜s,　 co㎜e皿 ㎞u　 papillon　 eni騨atique
,

et　 ceux-ci　 ne　 le　recornaissent　 pas.　 Cinquieme　 tableau:　 ``rAnge　 musicien"　 ‐ 　1'Ange

apparait　 a　Saint　 Francois　 qui　 le　 reconnaft　 tout　 de　 suite,　 et　 le　solo　 de　 viole　 de　 rAnge
,

par　 la　 musique,　 initie　 Saint　 FranCois　 aux　 mystさres　 celestes.　 Sixierne　 tab|eau:　 "le

preche　 aux　 oiseaux"　 -　 comprenant　 les　 mystさres　 celestes,　 Saint　 FranCois　 comprend

aussi　 le　 langage　 des　 oiseaux,　 et　 il　parle　 avec　 eux.

　 　 SeptiPrne　 tableau:　 ``les　Stigmates"　 -　 FranCois　 reCoit　 le　sceau　 de　 rapprobation

divine　 par　 les　 Stigmates,　 et　 il　devient　 ainsi　 conforme　 au　 Christ　 dont　 il　porte　 les　cinq

plaies:　 aux　 deux　 mains,　 aux　 deux　 pieds,　 et　 au　 c6te　 droit.　 Huitieme　 tableau:　 "la　 mort

et　 la　nouvelle　 vie"　 -　 1e　Paradis　 lui　6tant　 promis　 par皿e　 nouve1|e　 apparition　 de　 I'Ange,

Saint　 Francois　 meurt,　 et　 le　choeur　 chante　 sa　 resurr㏄tion　 future.

　 　 En　 plus　 de　 cette　 ascension　 vers　 la　 saintete　 totale,　 mon　 Qpera　 est　 rempli　 de

couleurs　 et　 de　 chants　 d'oiseaux.　 Son　 orchestre　 est　 enorrne:　 Beaucoup　 de　 cordes
,

beaucoup　 de　 cuivres,　 les　 bois　 par　 sept,　 pr趣de　 40　 percussions　 dont　 le　 (;eophone　 et

1'eoliphone,　 cinq　 claviers,　 deux　 jeux　 de　 cl㏄hes,　 trois　 Ondes　 Martenot,　 Ies　 sept

chanteurs　 solistes,　 un　 (血oeur　 mixte　 de　 l50　 personnes.　 Toutes　 ces　 couleurs　 de　 timbres,

ajout6es　 aux　 couleurs　 d'accords　 et　aux　 couleurs　 des　 chants　 dbiseaux,　 cr6ent　 une　 sorte

d'eblouissement　 analogue　 a　celui　 que　 provoque　 un　 vitrail　 ou　 me　 rosace　 de　 cath6drale.

C'est　 sur　 cette　 sensation　 d'ebloui瓢ent　 que　 je　 voudrais　 terminer,　 Elle　 depasse　 les

concepts,　 nous　 prepare　 a　1'indicible　 et　a　rinvisible,　 et　s'approche　 de　 racte　 de　 Foi.　 L'acte

de　 Foi,　 maintenant,　 et　 sa　 continuation　 logique,　 la　 contemplation　 r8elle,

La　 vision　 beatifique　 apr蕊1a　 mort.　 Notre　 corps　 ressuscite,　 malgr6　 sa　 gloire,　 sa

force,　 sa　 spiritualitA,　 conservera　 cette　 meme　 chair　 qui　 nous　 a　revetu　 et　 accompagne

av㏄1㈱memes　 facultes　 de　 voir　 et　 d'entendre:　 et　 i]　faudra　 bien　 voir　 et　 entendre　 pour
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なが ら、私の音楽の もっとも重要な面、私 と同時代 に生きている人びとに対する私の真の役

割 については、 まだお話 ししていません。最初に私 は、キ リス ト教の、それ もカ トリックの

信者 として生 まれたと申 しあげました。私が 自分の最良の作品 を書 き、大衆の心を深 く打つ

ことがで きたのは、 キリス トの玄義とキ リス ト教の信仰 を深め ようと努力 してきたか らです。

私の最新作 『アッシジの聖 フランチェスコ』は、私の信仰の証 として作曲されました。

生涯 を通 じて、私 はオペラの作曲を夢みてきま した。けれ ども、私 にはその才能がないの

ではないか と恐れていたのです。私がパ リ・オペ ラ座のために作品を創 ることを承諾するに

ついては、ロルフ ・リーバーマ ンの強い勧めが必要で した。つまり、それが3幕8景 からな

るオペラ 『アッシジの聖 フランチェスコ』だったというわけです。 この作品の完成 には8年

以 ヒかか})ま した。1974年 か ら1983年 までです。作詩は私 自身が行 いました。 『小 さき花』、

『聖痕 に関す る考察』
、お よび聖 フランチェスコの 『被造物の翻 矯 か ら霊感 をえた もので

す。曲 をつ くるのに4年 、それを管弦楽に編曲するのに4年 を費や しました。

初演は1983年11月28臥 国立ノぐリ・オペラ劇場で行われま したが、この初演の指揮 を、私

は偉大なH'本 人指揮者、小沢征爾氏にお願 いしました。 これは非伝統的なオペ ラで、恋の筋

立て もなけれぱ、犯罪 もあ りませ ん。ただ聖 フランチ ェスコの魂の内で恩寵が進行 してゆ く

だけです。劇的な進行ではなく、内面的な進行です。

第1景 『十字架』 フランチェスコは聖性の何たるかを理解 します。

第2景 『讃課』 フランチェスコは神 に対 し、癩病患者に会わせてほ しい、そ してその人

を愛することがで きるように してほ しいと頼み ます。

第3景 『癩者への接吻』 フランチ ェスコが癩病患者に口づけす ると、二重の奇蹟が起こ

ります。すなわち、癩病患者 は癒 されヘ フランチェスコは聖フランチェスコになります。

第4景 『旅す る天使』一一天使が不思議 な美 しい蝶のように親 しげに人間たちの間に現れ ま

すが、人間たちはそれに気づ きませ ん。

第5景 『音楽を奏でる天使』一 天使が聖フランチ ェスコの もとに現れ、彼はす ぐに天使に

気づ きます。天使の奏でるヴ ィオルの独奏が、音楽 によって、聖 フランチェスコに天上の 玄

義を授けます。

第6景 『鳥たちへの説教』.天 上の玄義 を理解 した聖フランチェスコは、鳥たちの言葉 も

また理解す ることができ、鳥たちと会話を交わ します。

第7景 「聖痕d-一 聖フランチェスコは、聖痕 による神の承認の刻印を受け、両手 と両足 と

右の脇腹にキリス トの五つの傷 をもつことによって、キ リス トと等 しくな ります。

第8景 『死 と新蝿 一 天使が再び現れ ることによって、天国が聖 フランチェスコに約束さ

拡 聖 フランチェスコは死 にます。そ して、合唱 団が未来の復活 を歌 います。

完全な塑性 に向けての昇天に加えて、私のオペ ラには色彩 と鳥 たちの歌声力満 ちあふれて

います。管弦楽は きわめて大規模 で、多数の弦楽器、多数の金管楽器、変則7管 編成による

木管楽器、ジェオフォン(大 地の擬音)と エオ リフ ォン(風 の擬音)を ふ くめた40近 い打楽
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Commemorative　 Lectures

apprecier　 touter　 les　 musiques　 et　 toutes　 les　 couleurs　 dont　 parle　 ('Apocalypse .　 Nous

pou[rons　 alors　 dire　 ce　 que　 dit　 i;　Dieu　 Saint　 FranCois　 au　 moment　 de　 sa　 mort:　 "Seigneur!

Musique　 et　 Po領e　 mbnt　 conduit　 vers　 Toi:　 par　 image,　 par　 symbole,　 et　par　 defaut　 de

Verite.　 Seigneur!　 Illumine-moi　 de　 ta　 Presence!　 DQIivre-moi,　 enivre-moi,　 ebloui餅moi

pour　 touiours　 de　 ton　 excds　 de　 V色dte."
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器、5台 の鍵盤楽器、2台 のテユープラー ・ベルズ、3台 のオン ド・マル トノ、7人 の独唱

歌手、150人 の混声合唱によって構成 されています。 こうしたさまざまな音色か らなる色彩

が、和音の色彩や鳥たちの歌 声の色彩 と一つ になって、聖堂のステン ドグラスや薔薇窓が呼

び起 こす歓喜に似 た一種の目 くるめ く歓喜を創 り出 します。

私は、この講演 をオペラ同様、この 目くるめ く歓喜の感動で締め くくりたい と思い ます。そ

の感動は概念を超 え、言葉で表せないもの、目に見えないものへ と私たちを導 き、信仰の業

へ と近づ きます。そ してそれは当然、真の瞑想へ とつなが り、死後の至福直感がえられ るの

です。蘇った私たちの身体は、その栄光、その力、その霊性 にもかかわ らず、私たちを包み、

保護 してきたこの同 じ肉体を、依然 として まとい続 け、同 じく見た り聞いた りす る能力をも

ち続けるであ りましょう。黙示録の語 るあらゆ る音楽やあらゆる色彩の真価を知 るには、 し

っか りと見聞 きしなければならないのです。そ うすれば、聖フランチェスコが死の間際に神

に向かって言ったあの言葉を、私たちも口にす ることができるで しょう。

「主 よ!音 楽 と詩が我を御許に導 きた り
。御婆によ りてな り、信経 によりてなり、 また真

理のなか りしによりてな り。主 よ1御 身の臨在にて我を照 らし給へ!我 を解 き放ち給へ

我を酔は しめ給へ、御身の盗 るる真理にて、永遠に我 を眩惑せ しめ給へ」。
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